
【
問
】
高
齢
に
な
り
、
医
療
費
の

家
計
負
担
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

重
く
な
ら
な
い
よ
う
な
公
的
制
度

は
あ
り
ま
す
か
。

【
答
】
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口

で
の
支
払
い
額
、
１
か
月
（
１
日

か
ら
末
日
ま
で
）
で
上
限
額
を
超

え
た
場
合
、
超
過
分
を
行
政
が
支

給
す
る

「
高
額
療
養
費
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
上
限
額
は
所
得
や

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

「
世
帯
合
算
」
や
「
多
数
回
該
当
」

と
い
っ
た
、
負
担
を
さ
ら
に
軽
減

で
き
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
関

係
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
こ
の
場
合
の
「
世
帯
」

は
、
共
働
き
夫
婦
な
ど
別
々
の
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
住

所
が
同
じ
で
も
合
算
対
象
外
な
ど
、

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り

ま
す
。

【
問
】
支
給
申
請
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
す
か
。

【
答
】
加
入
し
て
い
る
公
的
医
療

保
険
に
、
支
給
申
請
書
を
提
出

（
郵
送
も
可
）
す
る
こ
と
で
、
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
の
際

に
病
院
な
ど
の
領
収
書
の
添
付
を

求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き

ま
す
が
、
受
診
し
た
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
２
年
が
過
ぎ
る
と
、
申

請
権
が
消
滅
し
ま
す
。
医
療
保
険

に
よ
っ
て
は
、
申
請
を
勧
め
た
り
、

自
動
的
に
高
額
療
養
費
を
口
座
に

振
り
込
ん
で
く
れ
た
り
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

【
問
】
支
給
対
象
に
な
る
の
は
ど

の
よ
う
な
医
療
費
で
す
か
。

【
笞
】
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費

に
対
し
、
患
者
が
支
払
っ
た
自
己

負
担
分
か
対
象
に
な
り
ま
す
。
入

院
中
の
「
食
費
」
「
居
住
費
」
患

者
希
望
に
よ
る
「
差
額
ベ
ッ
ド
代
」
、

「
先
進
医
療
に
か
か
る
費
用
」
な

ど
は
対
象
外
で
す
。
こ
の
制
度
は

歴
月
単
位
で
す
。
月
を
ま
た
い
だ

場
合
は
自
己
負
担
額
の
合
算
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
問
】
申
請
か
ら
支
給
ま
で
に
ど

の
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
。

【
答
】
支
給
に
あ
た
っ
て
は
審
査

が
あ
り
、
審
査
は
レ
セ
プ
ト
（
個

人
の
診
療
に
要
し
た
費
用
を
医
療

保
険
に
請
求
す
る
た
め
に
作
成
す

る
請
求
書
）
確
定
後
に
な
り
ま
す
。

確
定
作
業
に
一
定
の
時
間
を
要
す

る
た
め
、
受
診
月
か
ら
支
給
ま
で

は
、
少
な
く
と
も
３
か
月
程
度
は

見
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

医
療
費
支
払
い
が
困
難
な
時
は
、

無
利
息
の
「
高
額
医
療
費
貸
付
制

度
」
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
】
負
担
上
限
額
は
、
医
療
保

険
や
か
か
っ
て
い
る
病
気
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
か
。

【
答
】
上
限
額
は
共
通
で
す
。
た

だ
し
、
健
康
保
険
組
合
に
よ
っ
て

は
組
合
独
自
の
「
付
加
給
付
」
が

あ
り
、
負
担
が
低
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
や
市
保
険
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
人
工

透
析
な
ど
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

高
額
な
治
療
を
継
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
特
例

が
あ
り
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
と
、

上
限
額
は
原
則
月
１
万
円
に
な
り

ま
す
。

【
問
】
入
院
と
な
っ
た
場
合
、
窓

口
で
の
支
払
い
を
抑
え
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す

か
。

【
答
】
入
院
前
に
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
や
「
限
度
額
適
用
認
定

証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
69

歳
以
下
は
全
員
が
、
70
歳
以
上
は

住
民
税
非
課
税
の
人
が
対
象
で
す
。
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太田幸代℡54-2286高額療養費で負担軽減を

国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
、
介
護
保
険
料
な
ど
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
負
担
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
は
来
年
度
か
ら
今
ま
で
市
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
県
が
保
険
者
と
し
て
、
財
政
的
な
責
任
を
負
う
形
に
な
り
ま
す
。
国
保
税
が
ど
う
な
る
の
か
気

に
な
り
ま
す
。
引
下
げ
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
で
す
。
今
回
は
「
高
額
医
療
制
度
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
「
保
険
証
」
に
か
か
れ
た
保
険
者
に
。

くらしに役立つ制度紹介

雑
感

今
、
日
本
共
産
党
は
元
気
で
す
。
５
７
８
号
の
雑
感
で
、
国
民
の
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
自
公
政
権
に
、
都
議
選
で
結
果
を
と
書
き
ま
し
た
。
東
京
都
議
選
で
日
本
共
産
党
は
、
大

方
の
予
想
を
覆
し
、
17
議
席
か
ら
19
議
席
へ
と
伸
び
ま
し
た
。
自
民
党
は
57
議
席
か
ら
23
議
席

へ
大
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。
公
明
党
は
、
23
議
席
で
、
前
回
並
み
で
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
安

倍
政
権
の
政
治
の
私
物
化
、
憲
法
こ
わ
し
に
無
反
省
で
、
開
き
直
る
姿
勢
が
国
民
の
怒
り
が
噴

出
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
公
明
党
は
、
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
連
立
す
る
と
い
う
変
わ
り

身
の
早
さ
で
、
国
政
で
連
立
し
て
い
る
自
民
党
を
見
限
り
ま
し
た
。
選
挙
で
勝
つ
た
め
に
は
、

な
ん
で
も
あ
り
の
姿
勢
は
本
当
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
総
選
挙
で
の
野
党
と
市
民

の
連
携
で
野
党
統
一
候
補
の
実
現
を
誠
実
に
追
求
し
、
平
和
・
民
主
主
義
、
そ
し
て
憲
法
を
守

る
政
治
の
実
現
の
た
め
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

時
効
は
２
年

過
去
の
分
も
可
能

食
費
や
差
額
ベ

ッ
ド
代
は
対
象
外

入
院
時
に
は

限
度
額
証
を

例・70歳以上・年収370万円～770万円（3割負担）
100万円の医療費、窓口負担3割の場合

医療費100万円

窓口30万円 保険支給70万円

上限額 80,100円＋（100万円-267,000円）×1％＝87,430円

高額療養費 30万円‐87,430円＝212,570円

仕
組
み
・
概
要


